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●
開
城
行
政
地
図
の
変
遷

　

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下
、

「
朝
鮮
」）
の
最
南
端
の
都
市
開ケ
ソ
ン城
は
、

高
麗
の
王
都
を
は
じ
め
、
古
く
か
ら
政

治
・
軍
事
の
要
衝
地
、
商
業
活
動
の
中

心
地
と
し
て
栄
え
た
。

　

こ
の
地
域
は
三
国
時
代
、
高
句
麗
と

百
済
の
接
境
地
で
あ
っ
た
た
め
、
軍
事

作
戦
上
の
城
や
施
設
が
あ
り
、
こ
れ
を

境
に
「
冬
比
忽
」、「
扶
蘇
岬
」（「
開

城
」
と
「
松
嶽
」
の
意
味
）
の
二
つ
の

地
域
に
分
け
ら
れ
た
。「
開
城
」
と
し

た
の
は
、
後
期
新
羅
の
時
代
か
ら
で
あ

る
。
初
の
統
一
国
家
高
麗
（
九
一
八
～

一
三
九
二
年
）
は
、
風
水
地
理
に
お
い

て
も
明
堂
（
古
代
中
国
の
王
が
政
務
を

行
う
宮
殿
。
風
水
地
理
説
で
理
想
的
な

地
を
意
味
す
る
）
の
場
所
で
あ
る
「
開

城
」
と
「
松
嶽
」
を
統
合
し
、「
開

州
」
と
改
称
し
た
。
以
後
、「
開
京
」、

「
皇
都
」、「
京
都
」
等
と
呼
ば
れ
、
高

麗
滅
亡
の
一
三
九
二
年
ま
で
王
都
と
し

て
君
臨
し
た
。
二
〇
一
三
年
六
月
、
開

城
市
の
歴
史
遺
跡
群
が
世
界
文
化
遺
産

と
し
て
正
式
に
登
録
さ
れ
た
。
平
壌
近

郊
に
あ
る
「
高
句
麗
壁
画
古
墳
群
」

（
二
〇
〇
四
年
）
に
次
ぎ
二
件
目
と
な

る
。
統
一
国
家
の
始
祖
・
王
建
、
三
一

代
・
恭
愍
王
等
の
墳
墓
と
高
麗
歴
代
の

王
墓
、
王
宮
基
壇
跡
の
満
月
台
、
開
城

城
と
そ
の
南
門
・
南
大
門
、
天
文
気
象

観
測
機
関
・
開
城
瞻
星
台
、
世
界
最
古

の
大
学
と
い
わ
れ
る
成
均
館
等
、
一
二

カ
所
が
登
録
さ
れ
た
。

　

開
城
市
は
、
朝
鮮
半
島
中
部
、
朝
鮮

西
海
西
岸
地
域
に
あ
り
、
北
緯
三
八
度

線
上
に
位
置
す
る
。
平
壌
ま
で
の
距
離

は
、
鉄
道
で
約
一
八
七
キ
ロ
、
高
速
道

路
は
約
一
八
五
キ
ロ
で
結
ば
れ
て
い
る
。

ソ
ウ
ル
ま
で
は
鉄
道
で
約
八
七
キ
ロ
の

距
離
、
軍
事
分
界
線
の
あ
る
板
門
店
ま

で
は
八
キ
ロ
、
開
城
工
業
団
地
（
以
下
、

開
城
工
団
）
か
ら
は
、
わ
ず
か
二
・
五

キ
ロ
と
近
接
す
る
。
位
置
的
に
「
軍
事

分
界
線
都
市
」
と
も
い
え
る
。
東
部
は

長
豊
郡
、
北
部
は
黄
海
北
道
金
川
郡
、

西
部
と
南
部
は
開
豊
郡
に
、
南
東
部
は

軍
事
分
界
線
を
挟
み
京
畿
道
坡
州
市
と

接
す
る
。
開
城
市
中
心
部
（
二
七
洞
と

サ
ム
ゴ
リ
、
朴
淵
里
を
含
む
）
の
面
積

は
一
七
九
・
二
六
三
キ
ロ
平
方
メ
ー
ト

ル
、
開
城
市
全
体
で
は
東
京
都
八
王
子

市
（
約
一
八
六
キ
ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
）

ぐ
ら
い
の
大
き
さ
に
な
る
。
人
口
は
三

〇
万
八
四
四
〇
人
（
一
九
〇
八
年
セ
ン

サ
ス
、
開
豊
郡
含
む
）、
都
市
部
は
一

九
万
二
五
七
八
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
四
五
年
解
放
当
時
、
北
緯
三
八

度
線
を
境
に
南
半
部
に
属
し
、
朝
鮮
戦

争
後
、
北
半
部
の
「
朝
鮮
」
に
含
ま
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
開
城
市
は
二
〇
〇

三
年
ま
で
一
市
、
三
郡
（
板
門
、
開
豊
、

長
豊
）
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇

〇
二
年
に
開
城
工
団
設
置
に
関
す
る

「
政
令
」
に
よ
り
、
大
き
な
統
廃
合
が

行
わ
れ
た
。
開
城
工
団
地
区
は
開
城
中

心
部
の
子
男
洞
・
善
竹
洞
・
東
興
洞
等

の
一
一
の
洞
と
高
麗
洞
、
恩
徳
洞
、
内

城
洞
等
の
一
二
の
洞
の
一
部
地
域
を
、

　

歴
史
・
文
化
・
産
業
都
市
の
開
城金 

貴
東

板
門
郡
板
門
邑
と
三
峯
里
、
田
齊
里
の

各
一
部
地
域
を
そ
の
範
囲
と
し
た
。

　

ま
た
、
板
門
郡
を
廃
止
、
板
門
邑
を

鳳
東
里
に
改
称
し
、
板
門
郡
の
進
鳳
里
、

平
和
里
、
東
倉
里
、
板
門
店
里
等
の
四

つ
の
里
と
田
斎
里
、
三
峯
里
の
そ
れ
ぞ

れ
一
部
を
開
城
市
お
よ
び
開
城
工
業
地

区
に
吸
収
し
た
。
さ
ら
に
、
開
豊
郡
の

解
線
里
の
一
部
地
域
を
開
城
市
松
嶽
洞

へ
吸
収
し
、
開
豊
と
長
豊
郡
を
開
城
市

か
ら
分
離
し
、
黄
海
北
道
直
属
と
し
た
。

「
開
城
工
業
地
区
法
」
は
観
光
地
区
の

開
発
も
網
羅
し
て
い
る
の
で
、
解
線
里

の
一
部
地
域
の
吸
収
は
前
述
の
王
建
、

恭
愍
王
陵
等
が
位
置
す
る
の
と
関
連
す

る
。
現
在
、
開
城
市
は
一
市
・
二
七

洞
・
七
里
で
あ
る
（
参
考
文
献
①
、
②
）。

●
花
崗
岩
の
美
し
い
山
々
が
聳
え
る

　

開
城
市
は
比
較
的
温
暖
な
気
候
条
件

に
恵
ま
れ
て
い
る
。
冬
は
短
く
そ
れ
ほ

ど
寒
く
は
な
い
が
、
夏
は
長
く
蒸
暑
い
。

年
平
均
気
温
一
〇
・
一
度
、
一
月
平
均

気
温
は
マ
イ
ナ
ス
五
・
四
度
と
北
部
両

江
道
よ
り
一
三
度
も
高
い
。
八
月
は
二

四
・
四
度
で
一
番
暑
く
、
湿
度
は
月
平

均
八
八
％
と
蒸
暑
い
。
年
間
降
水
量
は

一
三
二
九
ミ
リ
と
（
朝
鮮
全
体
一
〇
〇

〇
～
一
二
〇
〇
ミ
リ
）「
朝
鮮
」
で
も

多
雨
地
域
に
あ
た
る
。
夏
は
降
水
量
全

体
の
六
三
％
と
多
い
が
、
春
は
少
な
い
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（
春
・
冬
季
で
一
六
％
）。
近
年
、
異
常

気
象
に
よ
る
集
中
豪
雨
（
三
時
間
当
の

降
水
量
五
〇
ミ
リ
以
上
）
の
被
害
も
少

な
く
な
い
。
二
〇
一
一
年
七
月
、
三
九

七
ミ
リ
の
豪
雨
被
害
（『
朝
鮮
中
央
通

信
』
二
〇
一
一
年
七
月
二
八
日
）
が
あ

り
、
翌
年
の
八
月
に
は
豪
雨
で
六
六
〇

名
が
住
居
を
失
っ
た
（
全
半
壊
二
四
〇

余
棟
、
農
耕
地
浸
水
二
二
〇
〇
町
歩
、

『
朝
鮮
中
央
通
信
』
二
〇
一
二
年
八
月

一
八
日
）。
集
中
豪
雨
に
よ
る
対
策
が

急
務
で
あ
る
。

　

河
川
は
主
に
礼
成
江
（
一
八
七
・
四

キ
ロ
）
と
臨
津
江
（
二
七
二
・
四
キ

ロ
）
の
支
流
が
流
れ
る
。
臨
津
江
の
第

一
支
流
、
沙
彌
川
（
六
二
・
四
キ
ロ
）

と
沙
川
江
（
三
七
・
五
キ
ロ
）
が
、
礼

成
江
の
支
流
は
、
市
内
北
部
の
朴
淵
里

に
吾
助
川
（
三
二
キ
ロ
）
が
分
布
す
る
。

独
立
し
た
河
川
は
、
市
内
南
部
に
あ
る

錦
城
川
（
一
八
・
五
キ
ロ
）
が
西
海
に

流
れ
出
る
。
開
城
市
の
中
心
的
河
川
と

な
る
沙
川
江
の
支
流
に
は
、
板
門
川

（
板
門
店
里
）
と
市
中
心
部
（
銅
峴

洞
・
歩
仙
洞
）
を
流
れ
る
池
波
里
川
、

長
豊
郡
境
界
の
華
蔵
山
を
源
流
と
し
、

龍
興
洞
、
東
倉
里
を
経
由
す
る
東
大
門

ケ
ウ
ル
が
あ
る
。
砂
が
多
い
こ
と
で
砂

川
と
も
い
い
、
水
よ
り
も
砂
が
自
慢
だ
。

古
く
か
ら
神
経
痛
、
関
節
炎
等
の
治
療

に
効
果
が
あ
り
、
砂
風
呂
治
療
場
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
砂
質
は
建

材
に
も
優
れ
、
韓
国
の
Ｃ
Ｓ
グ
ロ
ー
バ

ル
社
が
開
城
貿
易
総
会
社
と
三
〇
年
間

の
契
約
（
二
〇
〇
四
年
）
を
結
び
、
軍

事
分
界
線
を
越
え
た
陸
路
輸
送
も
実
現

し
た
（『
統
一
部
国
政
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン

グ
』
二
〇
〇
四
年
六
月
七
日
）。
現
在

は
中
断
し
て
い
る
。
開
城
市
を
流
れ
る

河
川
は
夏
に
は
水
量
が
増
す
が
、
春
と

冬
は
減
少
し
、
干
上
が
る
場
合
も
あ
る
。

一
九
四
五
年
現
在
、
三
つ
の
貯
水
池
し

か
な
か
っ
た
が
、
一
九
五
〇
～
六
〇
年

代
に
造
成
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
現
在
、

龍
興
洞
に
あ
る
松
都
貯
水
池
と
鳳
東
里

南
部
の
東
倉
貯
水
池
、
中
部
に
徳
水
貯

水
池
等
が
あ
り
、
開
豊
と
長
豊
郡
も
含

め
、
二
〇
カ
所
が
造
成
さ
れ
た
。

　

朝
鮮
自
然
地
理
区
の
西
南
低
地
帯
、

地
形
区
で
は
西
海
低
地
帯
・
江
華
湾
沿

岸
低
地
の
北
部
に
属
す
る
。
山
地
の
割

合
は
多
い
が
、
平
均
海
抜
高
度
（
一
一

六
メ
ー
ト
ル
）
は
、
朝
鮮
半
島
平
均

（
三
二
四
メ
ー
ト
ル
）
よ
り
低
い
。　

開
城
市
の
大
幹
を
成
す
阿
虎
飛
霊
山
脈

（
総
延
長
約
二
〇
〇
キ
ロ
）
が
、
北
東

か
ら
南
西
に
か
け
て
聳
え
立
ち
、
北
か

ら
南
に
行
く
に
つ
れ
緩
や
か
な
丘
陵
地

形
と
な
る
。
開
城
地
域
で
こ
の
山
脈
の

主
峰
を
成
す
の
は
北
部
の
朴
淵
里
東
部

の
墓
地
山
（
七
七
八
メ
ー
ト
ル
）、
秀

龍
山
（
七
一
六
メ
ー
ト
ル
）、
松
岳
山

（
四
九
〇
メ
ー
ト
ル
）、
天
磨
山
（
七
五

七
メ
ー
ト
ル
）
で
、
比
較
的
平
坦
地
に

連
な
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
方
向
、
山

勢
が
明
確
で
あ
り
、
切
立
っ
た
奇
岩
絶

壁
の
山
々
の
風
景
は
絶
景
で
あ
る
。
墓

地
山
か
ら
南
の
華
蔵
山
（
五
五
九
メ
ー

ト
ル
）、
大
徳
山
（
二
三
六
メ
ー
ト

ル
）
が
臨
津
江
支
流
で
あ
る
沙
彌
川

（
六
二
・
四
キ
ロ
）
の
分
水
嶺
を
成
し
、

長
豊
郡
と
の
境
界
線
と
な
っ
て
い
る
。

北
西
部
は
豆
石
山
（
四
一
五
メ
ー
ト

ル
）
が
金
川
郡
と
、
南
西
部
の
開
豊
郡

と
は
氷
庫
山
（
三
一
八
メ
ー
ト
ル
）、

松
嶽
山
（
四
九
〇
メ
ー
ト
ル
）、
進
鳳

山
（
三
一
〇
メ
ー
ト
ル
）
が
連
な
る
。

開
城
市
は
北
部
の
松
岳
山
、
南
に
龍
首

山
（
一
七
八
メ
ー
ト
ル
）、
西
に
チ
ネ

山
（
二
〇
三
メ
ー
ト
ル
）
等
の
稜
線
に

覆
わ
れ
た
、
開
城
盆
地
（
花
崗
岩
浸
食

盆
地
）
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
高
温
多

湿
の
気
候
条
件
が
風
化
を
促
し
、
約
五

～
一
〇
メ
ー
ト
ル
に
は
真
砂
土
層
が
存

在
す
る
。
主
な
基
盤
は
、
始
生
代
の
片

麻
岩
、
結
晶
片
麻
岩
で
あ
り
、
礼
成
江

と
臨
津
江
断
裂
帯
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、

こ
れ
に
沿
っ
て
中
生
代
花
崗
岩
が
突
き

出
し
、
険
し
い
山
々
が
誕
生
し
た
。
以

後
、
浸
食
・
削
剥
作
用
を
繰
り
返
し
、

現
在
の
起
伏
と
美
し
い
絶
景
の
残
丘
性

山
地
、
奇
岩
絶
壁
が
作
ら
れ
た
。
中
生

代
の
激
し
い
地
殻
運
動
で
地
帯
構
造
が

複
雑
に
な
り
、
多
く
の
有
用
鉱
物
が
形

成
さ
れ
た
。
金
・
鉛
・
亜
鉛
・
銅
や
レ

ア
メ
タ
ル
の
タ
ン
グ
ス
テ
ン
・
モ
リ
ブ

デ
ン
等
の
金
属
資
源
を
は
じ
め
、
蛍

石
・
重
晶
石
・
藍
晶
石
・
石
灰
石
・
花

崗
石
・
真
砂
土
・
超
無
煙
炭
・
高
陵
土

等
の
多
様
な
地
下
資
源
が
分
布
す
る
。

●
「
開
城
・
松
都
商
人
」
の
伝
統

的
商
業
都
市

　

高
麗
か
ら
朝
鮮
時
代
ま
で
高
麗
人
参

の
栽
培
、
紅
参
等
を
製
造
し
、
国
内
商

業
、
国
際
交
易
を
担
当
し
た
商
人
を

「
開
城
商
人
」
も
し
く
は
「
松
都
商

人
」
と
呼
ん
だ
。
そ
の
商
業
活
動
は
、

府
内
で
の
常
設
店
舗
「
市
廛
（
店
）」、

全
国
的
な
「
行
商
」、
海
上
貿
易
の

「
船
商
」
と
い
わ
れ
、
中
国
や
日
本
を

繋
げ
る
国
際
貿
易
で
活
躍
し
た
。
そ
の

呼
び
名
は
、
今
日
、
商
人
精
神
の
典
型
、

商
人
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。「
開
城

商
人
」
を
創
出
し
た
背
景
に
国
際
貿
易

港
の
存
在
が
あ
る
。
高
麗
の
都
邑
地
開

城
は
古
く
か
ら
高
麗
磁
器
を
は
じ
め
、

匠
工
人
が
絹
、
麻
織
物
、
高
麗
紙
、
高

麗
墨
と
い
っ
た
文
房
具
な
ど
の
手
工
業

品
等
を
生
産
し
、
宋
、
日
本
、
東
南
ア

ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
に
至
る
広
範
囲
の
対

外
貿
易
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
。
礼

成
江
入
口
の
碧
瀾
渡
（
現
在
の
開
豊
郡

新
西
里
）
が
、
国
際
貿
易
港
の
拠
点
と
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し
て
そ
の
機
能
を
発
揮
し
た
。
麻
、
筵
、

扇
子
、
高
麗
人
参
等
を
輸
出
し
、
絹
、

宝
石
、
お
茶
、
薬
剤
、
楽
器
等
の
輸
入

が
宋
と
の
主
な
貿
易
品
で
あ
っ
た
。
契

丹
、
女
真
と
は
農
機
具
を
売
り
、
馬
を

買
い
、
西
ア
ジ
ア
か
ら
は
水
銀
や
香
料

を
輸
入
し
た
と
い
う
。
商
店
街
が
多
く

連
な
り
雨
が
降
っ
て
も
屋
根
の
下
を
通

れ
ば
濡
れ
ず
に
市
内
に
入
る
こ
と
が
で

き
、
一
一
世
紀
末
の
開
城
に
は
一
〇
万

戸
、
五
〇
余
万
の
住
民
が
暮
ら
し
て
い

た
と
い
う
（
参
考
文
献
③
）。

　

現
在
、
開
城
市
の
工
業
は
、
紡
織
・

編
織
お
よ
び
被
服
、
日
用
品
、
食
糧
、

人
参
加
工
と
機
械
製
作
お
よ
び
建
材
工

業
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
開
城
市
紡
織

洞
に
位
置
す
る
開
城
紡
織
工
場
（
一
九

五
二
年
発
足
）
を
は
じ
め
裁
縫
絲
工
場
、

タ
オ
ル
工
場
、
毛
布
生
産
協
同
組
合
等

の
工
場
が
稼
働
し
て
い
る
。
な
か
で
も

紡
織
工
場
は
紡
織
・
織
布
・
染
色
に
い

た
る
全
て
の
生
産
工
程
を
備
え
、
格
子

布
を
は
じ
め
と
す
る
六
〇
余
種
の
布
を

生
産
し
、
輸
出
も
行
っ
て
い
る
。
工
場

傘
下
に
は
工
業
専
門
学
校
、
技
能
工
学

校
、
託
児
所
、
幼
稚
園
、
診
療
所
等
も

運
営
し
て
い
る
。
編
織
・
被
服
部
門
で

は
主
に
、
開
城
被
服
工
場
を
は
じ
め
、

九
月
一
四
日
被
服
工
場
、
子
男
山
輸
出

被
服
工
場
で
既
製
服
、
女
性
・
子
ど

も
・
学
生
服
等
を
生
産
す
る
。
平
壌
、

咸
興
、
新
義
州
で
産
出
す
る
綿
糸
、
ビ

ナ
ロ
ン
、
テ
ル
ロ
ン
を
主
な
原
料
と
し

て
い
る
。

　

食
料
工
業
生
産
は
、
軽
工
業
生
産
額

二
〇
％
以
上
、
工
業
生
産
額
一
五
％
以

上
を
占
め
る
。
醤
油
類
、
油
類
、
肉
や

果
物
お
よ
び
野
菜
の
加
工
品
、
酒
や
清

涼
飲
料
水
等
を
生
産
す
る
。
開
城
綜
合

食
料
工
場
（
龍
興
洞
）
が
そ
の
主
軸
で
、

特
に
独
特
な
風
味
と
コ
ク
の
あ
る
開
城

コ
チ
ジ
ャ
ン
は
観
光
客
に
も
人
気
だ
。

高
麗
人
参
と
人
参
酒
は
地
方
特
産
物
と

し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
開
城
人

参
加
工
工
場
、
高
麗
人
参
酒
工
場
、
高

麗
薬
加
工
工
場
で
生
産
す
る
。
ま
た
、

鳳
東
里
（
旧
板
門
邑
）
に
あ
る
板
門
人

参
加
工
工
場
で
も
近
隣
農
場
で
栽
培
し

た
高
麗
人
参
で
党
参
、
蜜
参
、
瓊
玉
膏
、

人
参
精
等
の
薬
品
加
工
品
を
生
産
す
る
。

　

開
城
市
一
帯
を
覆
う
花
崗
岩
を
利
用

し
た
建
材
工
業
も
盛
ん
で
あ
る
。「
朝

鮮
」
に
お
い
て
も
重
要
な
花
崗
石
生
産

地
と
し
て
、
花
崗
石
の
研
磨
製
品
、
舗

石
や
敷
石
、
大
理
石
等
を
生
産
す
る
。

　

二
〇
〇
六
年
、
韓
国
の
ア
リ
ラ
ン
テ

リ
ム
社
と
開
城
総
会
社
と
の
合
意
に
よ

り
、
花
崗
石
の
事
業
契
約
（
投
資
額
二

五
六
万
ド
ル
）
を
結
び
、
工
場
を
設
立

し
た
。
開
城
の
花
崗
石
は
、
中
国
の
そ

れ
よ
り
価
格
が
低
く
品
質
も
高
い
と
い

う
。「
開
城
工
業
地
区
法
」
の
適
用
外

で
運
営
し
、
騒
音
の
た
め
開
城
公
団
と

は
二
キ
ロ
離
れ
た
場
所
に
配
置
し
た

（『
連
合
ニ
ュ
ー
ス
』
二
〇
〇
六
年
九
月

二
七
日
）。
韓
国
統
一
部
の
統
計
に
よ

る
と
、
二
〇
〇
七
年
一
月
、
四
三
七
ト

ン
を
搬
入
、
翌
月
に
は
約
三
倍
近
く
増

加
し
、
〇
八
年
三
月
ま
で
三
五
〇
〇
ト

ン
以
上
、
七
万
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。

残
念
な
こ
と
に
天
安
艦
沈
没
を
受
け
た

対
北
制
裁
で
あ
る
「
五
・
二
四
措
置
」

に
よ
り
現
在
中
断
状
態
に
あ
る
。

●
民
族
経
済
の
実
験
場
「
開
城
工

業
団
地
」

　

開
城
工
団
は
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
に

南
北
間
で
合
意
し
、
開
城
市
一
帯
に
八

〇
〇
万
坪
規
模
の
工
団
と
一
二
〇
〇
万

坪
規
模
の
背
後
団
地
を
造
成
す
る
、
南

北
双
生
・
民
族
経
済
共
同
体
の
統
一
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
、

「
開
城
工
業
地
区
法
」
に
よ
り
開
城
工

団
の
商
業
的
地
位
を
は
じ
め
工
団
地
区

の
位
置
付
け
が
な
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年

に
は
、
開
城
工
団
初
の
製
品
「
統
一
ナ

ン
ビ
（
鍋
）」
が
ソ
ウ
ル
市
街
の
ロ
ッ

テ
百
貨
店
で
販
売
さ
れ
た
。
当
時
、
鍋

は
一
六
・
一
八
リ
ッ
ト
ル
を
一
〇
〇
〇

点
搬
入
し
、
一
万
九
八
〇
〇
ウ
ォ
ン
で

販
売
（
韓
国
で
は
通
常
の
半
額
水
準
）

さ
れ
た
。
二
〇
一
四
年
、
開
城
工
団
共

同
衣
類
ブ
ラ
ン
ド
「
シ
ス
ブ
ロ
」
は
、

韓
国
の
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
下
着

販
売
を
し
た
と
こ
ろ
、
初
日
で
完
売
に

成
功
し
、
一
億
五
〇
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
を

売
り
上
げ
た
。（『
毎
日
経
済
新
聞
』
二

〇
一
四
年
一
一
月
一
七
日
）
ま
た
、
二

〇
一
五
年
一
月
、
韓
国
商
社
は
、
開
城

工
団
衣
類
製
品
等
の
直
営
店
（
昌
原
市

馬
山
合
浦
口
）
を
開
い
た
。
主
な
商
品

は
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
ズ
、
登
山
服
、

男
女
下
着
類
等
で
、
品
質
の
良
さ
が
常

連
客
を
増
や
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
を

質
の
高
い
北
の
熟
練
工
だ
と
関
係
者
は

い
う
（『
慶
南
道
民
日
報
』
二
〇
一
五

年
一
月
二
六
日
）。

図１　開城公団生産額・企業数現況

（出所）　開城工業団地管理委員会。
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現
在
、
繊
維
、
紙
木
材
、
食
品
、
電

気
電
子
を
は
じ
め
と
す
る
一
二
五
の
事

業
体
が
稼
働
し
て
お
り
、
従
業
者
数
五

万
四
一
七
四
名
、
年
間
生
産
額
四
〇
〇

〇
万
ド
ル
の
輸
出
工
団
へ
と
成
長
し
て

い
る
（
図
１
、
図
２
）。
開
城
工
団
関

連
交
易
額
は
二
〇
一
二
年
一
九
億
ド
ル
、

南
北
間
総
交
易
で
比
較
す
る
と
、
二
〇

〇
五
年
一
六
・
七
％
か
ら
二
〇
一
二
年

九
九
・
六
％
を
占
め
て
い
る
。
開
城
工

団
は
過
去
一
〇
年
間
、
南
北
双
生
・
民

族
経
済
共
同
体
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
間

得
た
経
済
効
果
は
、
南
北
そ
れ
ぞ
れ
で

三
二
・
六
億
ド
ル
、
三
・
八
億
ド
ル
に

な
り
、
計
画
の
三
段
階
ま
で
完
工
さ
れ

れ
ば
、
六
八
六
・
七
億
ド
ル
の
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
④
）。

　

物
流
ハ
ブ
空
港
の
仁
川
国
際
空
港
ま

で
は
直
線
上
で
約
五
〇
キ
ロ
、
前
述
し

た
他
の
周
辺
都
市
ま
で
の
距
離
も
非
常

に
近
接
し
た
立
地
条
件
で
あ
る
。
京
義

線
鉄
道
を
利
用
し
た
、
中
国
・
シ
ベ
リ

ア
横
断
鉄
道
で
の
物
流
構
想
も
あ
る
。

韓
国
電
力
公
社
に
よ
っ
て
、
汶
山
変
電

所
（
電
力
は
西
仁
川
複
合
発
電
所
か
ら

供
給
）
か
ら
一
六
キ
ロ
の
送
電
線
路
を

へ
て
、
平
和
変
電
所
に
送
電
方
式
一
五

四
キ
ロ
ボ
ル
ト
、
一
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

（
韓
国
の
一
般
家
庭
、
三
万
五
〇
〇
〇

戸
の
一
日
利
用
量
に
相
当
）
が
電
力
供

給
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
汶
山
電
話

局
を
経
由
し
た
開
城
電
話
局
、
排
水
処

理
施
設
（
三
万
ト
ン
／
日
）、
廃
棄
物

処
理
場
（
焼
却
一
二
ト
ン
／
日
）、
消

防
署
、
応
急
処
置
施
設
等
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
工
場
お
よ

び
生
活
用
水
の
供
給
で
あ
る
。
開
城
工

団
か
ら
一
七
キ
ロ
離
れ
た
北
部
の
長
豊

郡
に
位
置
す
る
、
月
古
貯
水
池
（
一
八

〇
〇
万
ト
ン
規
模
）
か
ら
浄
排
水
施
設

（
六
万
ト
ン
／
日
規
模
）
に
供
給
し
て

い
る
。
以
前
は
、
飲
料
水
と
し
て
も
良

質
な
地
下
水
を
利
用
し
て
い
た
。（『
韓

国
水
道
新
聞
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
イ
フ
』
二

二
号
、
二
〇
〇
七
年
一
月
二
五
日
）。

開
城
工
団
の
水
は
、
開
城
水
道
事
業
所

（K
-w

ater

）
の
管
轄
で
、
七
名
の
韓

国
側
技
術
管
理
者
と
「
朝
鮮
」
の
警
備

担
当
者
、
二
九
名
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

水
は
、
開
城
工
団
（
四
万
五
〇
〇
〇
ト

ン
）
だ
け
で
な
く
、
開
城
中
心
地
七
万

人
の
生
活
用
水
も
供
給
（
一
万
五
〇
〇

〇
ト
ン
）
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ

る
。
水
道
事
業
は
二
四
時
間
体
制
で
臨

む
の
で
、
南
と
北
の
作
業
員
は
ほ
と
ん

ど
毎
日
を
共
に
す
る
。
一
時
稼
働
中
断

時
（
二
〇
一
三
年
四
～
九
月
）、
関
係

者
が
撤
退
し
た
な
か
、
水
道
関
係
者
は

留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
間
、
南

北
間
に
「
根
強
い
価
値
観
」
や
生
活
様

式
の
差
を
理
解
し
な
が
ら
、
昨
今
、
家

族
の
よ
う
に
接
し
、
仕
事
を
し
て
い
る

と
い
う（『K

-w
ater w

ebm
agazine

』

二
〇
一
五
年
七
月
号
）。

　

現
在
、
開
城
工
団
の
抱
え
る
問
題
は

数
多
い
。
二
〇
一
四
年
、
初
製
品
産
出

か
ら
一
〇
年
目
を
迎
え
た
が
、
依
然
と

し
て
計
画
の
一
段
階
で
ス
ト
ッ
プ
し
て

い
る
。
一
時
稼
働
中
断
は
、
南
北
交
易

は
前
年
度
比
四
二
％
の
減
少
、
海
外
取

引
先
離
脱
等
の
副
作
用
を
も
た
ら
し
た
。

ま
た
、「
三
通
問
題
（
通
行
、
通
関
、

通
信
）」
等
の
法
・
制
度
的
な
未
履
行

に
よ
る
不
安
要
因
、
労
働
者
不
足
等
の

問
題
点
が
あ
る
。
な
か
で
も
政
治
・
軍

事
的
な
要
因
に
よ
る
と
こ
ろ
が
非
常
に

大
き
な
比
重
を
占
め
、「
政
経
分
離
」

の
声
も
上
が
っ
て
い
る
。
当
然
で
は
あ

る
が
、
南
北
双
方
は
政
治
・
軍
事
的
、

制
度
的
制
約
は
勿
論
、
そ
れ
ぞ
れ
物
作

り
の
観
点
や
思
考
、
生
活
様
式
も
異
な

る
。
し
か
し
、
多
様
な
製
品
を
産
出
し

て
き
た
一
〇
年
間
、
双
方
の
多
様
な
接

近
方
法
等
を
学
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。

　

工
団
は
「
五
・
二
四
措
置
」
か
ら
除

外
し
、
正
常
運
営
し
て
い
る
こ
と
、
開

城
市
民
の
為
の
水
の
供
給
等
は
、「
モ

デ
ル
」
と
し
て
の
位
置
の
高
ま
り
と
考

え
ら
れ
る
。
今
後
、
新
し
い
「
モ
デ

ル
」
の
構
築
に
期
待
し
た
い
。

（
き
む　

く
ぃ
と
ん
／
朝
鮮
大
学
校
准
教
授
）

《
参
考
文
献
》

①�

「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
開
城

工
業
地
区
法
規
集
」
法
律
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
。

②�

朝
鮮
科
学
辞
典
出
版
社
、
韓
国
平
和

問
題
研
究
所
共
著
「
朝
鮮
郷
土
大
百

科
第
二
巻
」
二
〇
〇
四
年
。

③�

崔
南
善
著
、
景
仁
文
化
社
編
集
部
編

「
中
京
誌
」
景
仁
文
化
社
、
一
九
八

九
年
四
月
。

④�

現
代
経
済
研
究
院
「
開
城
工
団
稼
働

一
〇
年
評
価
と
発
展
展
望
」
二
〇
一

四
年
一
二
月
八
日
。

図２　開城公団勤労者現況

（出所）　図１と同じ。
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